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　単科病院 ・ 診療所 に就業す る看護職者の

DV に 関 す る認識 とDV 被害者邂逅 の 実態調査

高田昌代 ， 岡永真由美 ， 安積陽子 ， 安達久美子 ，

　　　　植本雅治 ， 白石玲子 ， 宇佐美陽子
＊

神戸市看護大学，榊 戸 大学 医学部 保健学科大学院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　旨

目的 ： 単科病院 ・診療所に勤務す る看護 職者 の DV に 関す る認 知度 とDV 被害者 へ の 邂逅状 況の 実態を 明 らか に す る こ と を 目的 と

　 　 　した。
方法 ：K 市内 3区の 診療所，単科病院勤務す る看護 職者446名 に 対 して 独自で 作成 した 質問紙を 用 い て 郵送 に よ る調 査を行 った。

　　 主 な 内容 は，暴 力内容 DV 用語 の 知識 用語 の 情 報源，被害者行動 の 知 識 と，　 DV 被害者 との 邂 逅 経験及 び そ の 対応 に 関

　 　 　す る 事項 で あ っ た。デ ータ 解析 に は，ズ 検定 お よ び t検 定 を用 い た。
結果 ： 1 ．有効回答 は ，291名 の 看護師 よ り得 られ，平均年齢 は 44．2歳で あ っ た 。 「ド メ ス テ ィ ッ ク ・バ イ オ レ ン ス 」の 言葉を知 っ

　 　 　 て い る 者は87．0％で あ り，そ の 情報 源の ほ とん ど はマ ス コ ミか らで あ った。
　 　 　2 ．暴 力で は な い と 誤 って 認 識 して い る 暴力 内容 に は 、「ポル ノ 雑誌等 を 見せ られ る 一1 「実 家や 友人 と の 付 き 舎い の 制 1垠」

　 　 　 「手紙 の 無 断開 封 」「長時 間の 無視」 が あ り、こ れ ら に 婚姻経験 の 有無 に よ る 違い は な か っ た 。ま た ，暴力 内容 の iEしい

　 　 　 認識率 は　般 女性 よ り看護職者 の 方が 高 い 傾向 に あった。
　 　 　3．DV 被 害者 の 特徴 的な 行動 に関 して LLI解率 の 低い もの に は 「被 害者 自身に も原因 が あ る」 な ど 被害者 を 黄め る 項 目 も

　 　 　 含 ま れ て い た。正 解 の 低 率 な項 目 は，知 識 不 足 に よ り判 断で きな い 内容で あ る こ と が明 らか で あ っ た。

　　　4．講習会や基礎教育にお け るDV の 学習 は，　 DV に 関す る認知度や 被害者 へ の 対応 に 関連 は な か った。
　 　 　5．臨 床 場 面 で DV 被 害 者 と邂 逅 した こ との あ る看 護 職者 は38．5％ で あ り，外科系外来や 精神科で の 邂遁 率 が 高か った 。

　 　 　6．DV 被 害者 で あ る と判断 した き っか け は，看 護 職 者 の 観 察 に よ る も の よ り，被 害 者 等 か らの 訴 え に よ る もの の ほ うが

　 　 　 多か っ た 。

　 　 　T．被害者 に 邂 逅 した 看護 職 の うち，37．1％ は被 害 者 に 心 の ケ ア を 行 って い たが，情 報 の 提 供 や他 機 関 との 連 絡 を行 って

　 　 　 い た者 は 僅か で あ っ た。
結論 ：単科 病院 ・診 療所 に 就業 する 看護職者 がDV 被害 者 に 邂遁 し，対応す る場面 は今後 も避 け て 通れ な い 。 しか し，看護職 者

　 　 　 の DV に 対す る 認識や 被害者 へ の 対応 は 十分で は な い 。今後，看護職者が DV 被害者 へ 適 切な援 助を 行 っ て い く：セめ に は，
　 　 　 DV を理 解 する た め の 十分 な 時間や 内容の 充実，効果的 な 教育方法 の 見直 し，ガ イ ド ラ イ ン の 作成が 課題 と い え る 。
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ド ； ドメ ス テ ィ ッ ク ・バ イ オ レ ン ス ，被害者，看護職者，認 識 邂逅

1 ．は じめ に

　 ド メ ス テ ィ ッ ク ・バ イ オ レ ン ス （Domestic　Violence，

以下 DV と す る ） は 「親密 な 関係 に あ る 男性 か ら女

性 へ の 暴力」 を言 い ，邦訳 で は 「夫
・恋 人 か らの 暴力」

と訳 さ れ る こ と が 多い （日本 DV 防止 ・
情報セ ン ター

，

2002）。DV は 「夫婦喧嘩」 で は な く，女性 の 人権i侵

害 で あ る こ とが 日 本 で も注目 され た の は 1992年以降

で あ る 。 国連 の 「世界人権会議」 （1993年）「女性 に

対 す る暴 力 撒 廃 宣 言 」 （1993年 ） 「第 4 回 世 界 女 性 会

議」 （1995年） な ど の 世界的動向を受 け，日本政府 も

「女 性 に 対 す る暴 力 の な い 社 会 を め ざ して （答 申 ）」

（1999年） を まと め，2000年 に は 旧総理 府 が 男女間の

暴力 に 関す る全国実態 調査 （総理 府，2000） を報告 す

る に 至 っ た。こ れ らの 社会 の 動 きか ら，2001年 に は

「配偶者 か らの 暴力 の 防止及 び被害者 の 保護 に 関す る

法律 （DV 防止法）」 が 制定 され た 。

　 こ の DV 防止法第六条 に お い て ，2項 に は 「医師そ

の 他 の 医療関係者 は そ の 業務 を行 う に 当た り，配偶者

か らの 暴 力 に よ っ て 負傷 し又 は疾病 に か か っ た と認 め

られ る者 を発見 した と きは，そ の 旨を配偶者暴力攴援

セ ン タ
ー

又 は 警察官 に 通報す る こ とが で きる。」 さ ら

に 4項 に は 「医師 そ の 他 の 医療 関係 者 は そ の i韃務 を 行

う に 当 た り，配 偶者 か らの 暴力に よ って 負傷 し又 は 疾

病 に か か っ た と認 め られ る者 を発 見 した と き は，そ の

者 に 対 し，配偶者暴力支援 セ ン タ
ー
等 の 利用 に．つ い て，

そ の 有す る情報を提供す る よ う努 め な けれ ば な らな い 。」

と記 され て い る。DV は 身 体的暴 力 に よ る 外傷以 外に
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精神的 ・心 理 的暴 力 に よ る精神疾患 や ス ト レ ス に よ る

疾患，性的暴力 に よ る 人 工 妊 娠 中絶 や 出生 体 重，複雑

性 PTSD な ど 心 身へ の 影 響が 報告 さ れ て い る （小海，

2000；後藤，2001 ；加藤，2002；佐藤，2002）。様 々 な 心

身 へ の 影響が あ る こ とか ら，DV 被害者 は身体的な 外

傷 だ けで な く様 々 な 主訴 で 医療機関 に 受診 し て お り

（フ ェ ミ ニ ス トカ ウ ン セ リ ン グ堺，1998）医療機関で の

早 期発 見 に よ り DV 被害者 の 保護 が 可 能 に な る と さ

れ て い る （高 田，2001）。そ の た め DV 被害者の 発見 ・

保護 と い う医療機関 の 役割 の 中で，医療従事者 の
一

人

と して 最 も患 者 の 側 に い る看 護 職 者 の 期 待 され る役 割

は大 きい （日本 DV 防止 ・情報 セ ン タ
ー，2002）。

　 しか し現 在 ，看 護 職 者 が 行 な っ て い る DV 被 害 者

へ の 援助 の 実態 は 明 らか に な っ て い な い。DV 被害者

支援 に 関連す る 社会資源 で 最 も関心 の 低 い 機関が 医療

機関 で あ っ た と す る友 田 らの 調査 （友 田，2002） が あ

る が，回 答者 の 多 くが 医師で あ る た め に 看護 職者の 意

見を 反映 して い る 結果 と は 言 い 切れ な い
。 ま た，著者

ら （織奥，2000）が こ れ まで に 病院 に 就業す る看護職

者を対象 に DV に 関す る 実態調査を 行な い ，　 DV に 対

す る認 識の 傾向や 患者 へ の 邂逅 状況 が明 らか に な っ た 。

しか し，こ の 調 査 は 対象が 総合病院の 看護職者に 限 定

され て い た た め，21．9％ を 占め る診療所 の 看護師を 含

め た 看 護 職者 す べ て の 傾 向 で あ る と
．．一
般 化 す る こ と は

で きな い 。

　 そ こ で，本研 究 で は，単 科 病 院 ・診 療 所 に 勤 務 す る

看護職者 の DV に 関す る 認識度 と DV 被害者 へ の 邂

逅 状況 の 実 態 を明 らか に し，今後 の 看護 職者 に お け る

被害者支援 に 関 す る具 体的展 望 を探 る
一

助 とす る こ と

を 目的 と した Q

ll．方　法

1．対象

　 K 市 N 区，H 区，　 NA 区 の 各医師会 に加入 して

　い る診療所，単科病院 で 看護 職 者 へ の 調査 用紙 配 布

の 承 諾 ・協力 の あ っ た 72 の 施設 に 勤務す る 看護職

者 446 名 。 N 区 は主 に 新興住 宅 地 域，　 H 区 は主 に

商業地 域，NA 区 は 主 に 旧 市街地域で あ る。

2．期間

　 平 成 14年 1月〜平成 14年 3 月

3．調 査 内容

　 調査 用紙 は 無 記 名で ，以 下 の 項 目か ら構 成 され て

　い る 。

  属性

　　 年齢，性別，婚姻歴，現在 と過去 の 勤務診療科

　　に っ い て 調 査 した 。 婚姻歴 は，家庭 と い う密室 の

　　中 で お こ る DV の 構造 の 経 験 の 有無 に よ り DV

　　に 関す る認識 の 相違 を明 らか に する た め に 設定 し

　　た。

  看護 職者 の DV に関 す る認 識

　　 暴力 の 内容 に 関す る 認 識，DV 用 語 の 知識，用

　 語の 情報源，被害者行動の 認識 に っ い て 調査 した 。

　 暴 力 の 内 容 の 認 識 は，「思 う」 「思 わ な い 」 「時 と

　 場合 に よ る」 の 選択式を用 い た 。 暴力 の 内容 の 認

　 識 は，暴力 内 容 を容認 す る か 否 か の い ず れ か の 選

　 択 しか な い が，条件付容認 と い う場合 が あ る た め

　　に 「時 と 場合 に よ る 」 を設定 し た。暴力内容 は 既

　 存 の 調査 内容 （フ ェ ミ ニ ス トカ ウ ン セ リ ン グ堺，

　　1998 ；大阪 市，2001；夫 恋 人 か らの 暴 力 研 究 会，

　　1995 ；総 理 府，2000）か ら身体的暴力 5 項目，心

　 理 的暴 力 5項 目，社会的暴 力 7項 目，性的暴 力 5

　 項 目の 計 22項 目を抽出 した 。被害者行動 の 認識

　　に つ い て は ，「思 う」 「思 わ な い 」「わ か らな い 」

　　の 選択式を 用 い た。被害者行動 に つ い て ，知識 や

　 経験 が な い た め に 判断で き な い 場合 もあ り，あ い

　　ま い な回 答 を 避 け る た め に 「わ か らな い 」 の 選 択

　 肢 を設定 した 。 被害者行動 は，DV を 解決す る に

　 　あ たって 障 害 に なって い る と さ れ て き た被 害 者 の

　 特徴的 な 言動 を 既存 の 文献 （Lenore．　E 、Walker ，

　　1979；日 本 DV 防止 ・情報 セ ン タ
ー，1999；大 阪市，

　 男 女共同参画協議会，2001） か ら 7項目を抽出 し

　 　た。

  DV 被害者 の 邂 逅 経験 と そ の 対応

　　 臨床経験 の 中で DV 被害者 に 邂逅 し た 経験 の

　 有無 を二 者択
一

式 で 尋ね た 。 DV 被害者で あ る こ

　　とを判断 した方法及 び 臼分自身 の 対応 に つ い て は

　 重複解答 で 選択式 と した 。

4 ．調 査 用紙 の 配 布，回 収方法

　 K 市 N 区医師会，H 区医師会，　 NA 区医 師 会 の

各 医師会の 協力 に よ り，診療所 と単科病院 に 所属す

　る 会員 に 看護職者 の 調査 協力の 依頼文 と承 諾 の 有 無

及 び協 力可 能人数 の 記 載で き る返信用 葉書を医師会

　が 発送 す る郵 便 物 に 同 封 して 送 付 した。送付数 は，

N 区 150 施設，H 区 200 施設 ，NA 区 150施設 の

計 5GO部 で あ っ た。返信用 葉書 は 132施設 か ら回収
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　さ れ，そ の うち承諾不可 60 施設，承諾 72施設 （N

　区 27施設，H 区 21施設 ，NA 区 24施設） で あ っ

　た。承諾 の 回答 の あ っ た 72 施設 に 調査用紙計 446

枚 （N 区 120枚，H 区 256 枚 ，NA 区 70枚） を

郵送 し，回収 は各 看 護 職 者 か ら直接 垂「1送 回 収 と した 。

5 ．分析方法

　 得 られ た 回答を 数量 化 し，項目毎 に 集計 し た。統

計 パ
ッ ケージ ソ フ ト SPSS　 Ver．9 を 使用 し ， デ

ー

　タ 解析 に は，平均年齢 と の 関連 に は t 検定 を用 い 、

　そ の 他 は ズ 検定 を 用 い た 。 有意水準 は p ＜0．05 と

　 した。

6 ．倫理的配慮

　 医師会会員 へ の 調 査 協力の 依頼文 な ら び に 看護職

者 に対す る調 査依頼用紙に ， 研究 の 目的 の ほ か，自

由意志 で の 参加 で あ る こ と，参加 しな い こ とに よ る

不利益 を被 らな い こ と，秘密保持 を厳守す る こ と等

　を明 記 した。

表 2　対象者の 経験診療科

　 　 　 　 　 　 　N ＝287（100 ％）

皿 ．結 　果

診療科 人数 （％）

内 科 外 来

内 科 病
．
棟

外 科 外 来

外 科 病 棟

整 形 外 来

整 形 病 棟

眼 科 外 来

眼 科 病 棟

耳 鼻 科 外

耳 鼻 科 病

囗 腔 外 来

口 腔 外 科

救 急 外 来

救 急 病 棟

精 神 外 来

精 神病 棟

小 児 外 来

小 児 病 棟

産 科 外 来

産 科 病 棟

他 外 　来

他 病 棟

139　　　　　（48．4）
170　　　　　　（59．2）
105　　　　　（36．6）
131　　　　　（45．6）
76　　　　　　（26．5）
100　　　（34．8）
28　　　　　@（　9．8

16 　　（5．
j41 　　　（1
） 18 　　　（6
3 ） 　9　　（
D1 ） 　5　　
1．7） 48　　　　　
16．7） 25　　　　
　（呂．7） 22　　　　

　（　7．7） 94　　　
　　（32、8） 53　
　　　（18．5）35　　

　　　（1：1D2） 3
@　　　　　（13．2）
6 　　 　 　　（19

5 ） 　3　　〔

D0 ） 　 3 　 　（ ユ．

j 1 ， 対 象者 の 背景（ 表1 ） 　本調査 の回収 数は

1 （ 回 収 率 65 ． 2 ％ ）， 全 員女 性で あ った。 対

者 の 年齢は22 〜76歳の 範 囲 で平 均は44 ． 2 ±10

6 歳 で
あ

っ た 。年齢階 級 別 では 40 歳 代を ピー

に正規分布を示し た。婚 姻 関 係は 既 婚 者 226 名

未婚者60 名 であ っ た。また ，対象者のう ち 婚姻 歴 の

る 者 は 237 名（82．6 ％ ） ， 婚 姻歴のな い 者 は

名 （ 17 ， 4 ％）であっ た。婚姻歴のある者 の 平 均 年齢は4

D0 ±10 ， 7 歳

婚姻 の

な

者

は

．1

1対象者の 背景 年

均囲

ｽ 範 年齢

級 44，

 0、6歳
  `76 歳

l数　（％）

20〜293

`39歳 40〜4
ﾎ50 〜59歳
0歳以上 無記入
2　　（11．1）
3　　 （22．O98

　　（
．1 69　　（24．

j24 　 （

A4 ） 1
（ 0 ． 3 ）

計 287　　（10
j 婚姻関係　既婚
　　　 　未婚

　　 無記入 226　　（
． 7 ） 60 　　 （ 2
DO ） 　1 　 （ 0

3） 合計 287
（100．0） 婚

歴　 婚姻経験あり 　　　

婚 姻経験なし 237 　 　 （ 82
． 6 ） 50 　

（ 17 ．4 ） 合 計 287 　 （ 100 ． O ）

± 10 ， 0

で，有意 差 は な か った 。婚 姻歴の 有無 に よる 年

分 布 を 比較 し

た
とこ ろ ， いず a も正 規分 布 を示し

。 　 対 象者の 今 ま で 経

した診療 科 は表2 のよ

に 内 科 が 最 も 多 く． ， 次 い で 外 科， 整形外 科であ

，複 数 の診療科の 回答があった 。 2 ． DV に 関 する

識 　 「 ドメス テ ィ ッ ク・ バ イオレン ス」の言葉 を知って

@ いる 者 は ， 248 名（87． 0％）で あ った。こ の 知 識

有 無にお い て ， 知 っ てい る 者 の 平 均年 齢43 ．6 ± 1

C2 、 知 ら な い 者 の そ れ
は47．9±12． 1

平均年 によ 表

@ 「ドメ

ティ

ク ・ バ

オ レ ン

」 の

葉の 情

源

　　　

　　　

　　

N＝

8 （

0％）

報源 人

（％）

{ ／雑誌

V 聞

レビ 講

会
授
業 そ の 他
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差 は な く、婚姻歴 の 有無 に も有意差を認 め な か っ た

（p ＝0．489　n ．s）。 ま た ，こ の 言葉 の 情報 源 は 表 3

の よ うに 「テ レ ビ」 が 213名 （85．9％），「新聞」 153

名 （61．7％ ）「本」 149 名 （60．1％ ） と ほ とん ど が マ

ス コ ミで あ っ た 。 そ れ 以外に は，「講習会」 6．5％，

「授業」 7．7％ で あ っ た。

　DV に 関連す る暴力内容 22項目の の うち 「（暴力

だ と）思 わ な い 」 と誤 っ た 認識を して い る者 が 四分

位 25％ を上回 っ た 項 目は な か っ た 。 誤って 認識 し

て い る 「（暴力だ と）思 わ な い 」 が 最 も高率 で あ っ

た 項目 は 「ポ ル ノ ビ デ オ や ポ ル ノ 雑誌を 見せ ら れ る 」

の 20．6％で あ り，次 い で 「実家 や 友人 との 付 き合

い を制隈 され る 」 14，0％，「時 と場合 に よ る」 と条

件 が あ る暴力内容が 最 も高率 で あ っ た 項目は 「家人

や 友 人 との 付 き合 い を 制限 さ れ る 」 「ポ ル ノ ビ デ オ

や ポ ル ノ 雑誌 を見せ られ る」 で あ り，誤 っ た認識で

あ る 「（暴力 だ と ）思 わ な い 」 項 目 と同様 の 傾向で

あ った 。

　次 に 暴 力内 容を種類別 に 身体的暴 力，心理 的暴力，

社会的暴力，性的暴力 に 分類 した と こ ろ，誤 っ て 認

識 して い る 「（暴 力 だ と） 思 わ な い 」 が 高 率 な項 目

は，心 理 的暴力，社会的暴力，性的暴力 の ど の 種類

に も含 ま れ て い た （表 4）。

　今 回 の 調 査 の 暴 力内容 の 認 識 に お い て，ど の 項 目

に お い て も婚姻歴 の 有無 に よ る 関連 は な か った （表

5）。 さ らに ，こ れ らの 暴力内 容を 講習 会や 授業で 情

報 を 得 た 者 と，マ ス コ ミで 情報を 得 た 者 と を比 較 し

た と こ ろ ，どの 暴力内容 に も有意 な差 は認 め られ な

か っ た 。

3 ．DV 被 害者 の 特 徴 的 な 行 動 の 認 識

　　表 6 は DV 被害者 の 特徴的 な 行動 の 認識 の 正 答

　を 尋ね た結果で あ る。下線部分が 正 しい 解答 で あ る 。

　こ の 中で，正 解者 が 多か っ た 内容 は，「 『プ ラ イ バ

　シ ー
に か か わ る こ と な の で 被害者自身 で 解決する こ

　とが 望 ま しい 』（と思 わ な い ）」 「被害者 は 『暴力 を

受 けた の で す か 』 な ど尋ね られ て も本当の こ と を い

　え な い こ とが 多 い 」「被害者 は逃 げ た くて も逃げ ら

　れ な い 心理 状況 に あ る こ と が 多い 」 「被害者 は 自分

　か ら暴 力 を受 け た こ とを 訴 え な い こ とが 多 い 」 は 6

0％ を超 え た 項目で あ っ た 。

一
方，「わ か らな い 」 と

　回答 した者 が高率 で あ っ た 項 目 「被 害 者 自身 に DV

　を 受 け る原因 や 問題 が あ る こ とが 多 い 」 「被害者 は

話を 大 げ さ に す る こ と が 多 い 」 で あ り，止 答率 の 低

　い 項目と合致 して い た 。 こ れ らの 項 目 を講習 会 や授

業 で 情 報を 得 た 者 と，マ ス コ ミの み で 情報 を得 た 者

　とで 比較 した と こ ろ，全項目に お い て 有意 差 は認 め

　な か っ た。

4 ．臨 床 に お ける DV 被 害者 と の 邂逅

表 4　暴力内容の 認 識

暴 力の

種 類
暴力内容

思 う　 　 　 　 思 わ な い 時と場合に よ る 　　　 計

＝
禰 莇疏 著

一

藁更謐 懲 、付 け られ 、

一カー一 廴一＿．．一、．．．．．一

人数 　　（％ ）　 人 数　　（％）　 人数　　（％ ）　 人数 　　（％）

220　　（78．3）
279　　（98．9）
283　　（100．0）
259　　（91．8）

1　 （0．4）
0　 （O．0）
0　 （0．0）
0　 （0．0）

60　　（21．4）　　　　281　（100、0）
3　　　（1．1）　　　　282　（100、0）
0　　　（0．0）　　　　　283　（100、0）

23　　　（8．2）　　　　282　（100．0）

　 　殴 るそ ぶ りや 物 を投 げ る そぶ りを さ れ る

心 　何を 言って も長期間無 視 され る

鞠 諮 蕊、 驪 、れ 、

力　包丁 ・刃物で 脅 さ れ る

　 　病 気で 寝 こ ん で い る と き、っ ら くあ た られ る

172193182215280214（61．2）
（68．7）
（64，8）
（76．8）
（99．6）
（77．0）

）

）

）

）

）

）

80

∩コ
∩
コ

47

ρ
003204（

−

（

（

（

（

　

（

981813121

　

　

@

90　　（32．0）　　　　281　（100．0
60　　（21．4）　　　　281　（100．

j88 　　（31β）　　　　281　（100
0） 57　　（20．4）　　　　280　（IO
D0） 0　　　（0．0）　　　　281　（1

．0） 51　　（18．3）　　　　278　（1
． 0） 　　手 紙を 無断 で

封さ れる ダ 黷 鴇 、 灘

漏縢顔。、 的 　 実 家や 友 人と の 付き 合

を 制限 さ れ る 暴 家の 中 に 閉じ こめ ら れ て外 出 で き
いようにさ れる 力 　外 出や 電 話を 細

くチェック さ れ る 　　婚姻関係に お y ： ． 、 ．．生活費を渡

ない　

．．．

．

4724

8160186
（

．4） （

．9） （

．9） （

．9） （
．4） （

．
3

）

（
66

．

9

「

」

「
∂

7

∩

ヲ

732　

3　　22
（12．5
（9．0
（2．

j （］

D0）

0．7） （9．7）
（9．7） 101　
（36．1） 10
@　（38．1） 4
@　（ 17．6）
126　　（45．211

　（3．9）

92　　（33．0）
5　　（23．4）
0　（100．0）
8　（100、0）
8　（100．O）
9　（100．0）
1　（ 100．0）

79 　（ 100 ． 0 ）

278 （ 100 ． O ） 　 　 避 妊 に協 力

ない 性
　気が 進まな いのにSEX をさ せ

れる 篥 不快 ・・ 一

や 方法 で ・ S ・ X ・ せ ら れ ・ 力　 中絶 を

要され

　

ポルノ

デオや

ルノ雑

を見せられる
18812151411

（67．9

（60、5）（77．1） （76．7） （40．2） 27　　　（
D7）　　　　　62　　（22、4）　　　　277　（100．0） 17　　
（6．0）　　　　94　　（33、5）　　　　281　（工00．0） 11　　
（3．9）　　　　　53　　（19．0）　　　　279　（100 ．0） 7

　　（2．5）　　　　58　　（20．8）　　　　279　（100、0） 58

　（ 20 ． 6 ） 　 　 　 　 110 　　（ 39 ． 1 ）　　　 　 281 　
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表 5　婚姻歴 の 有無別暴力 内容 の 認 識

婚姻歴 あ り 婚姻 歴な し

暴力 の

種類
暴 力内容

思 う　　思わな い 　時と場合による　 　 計 思 う　　思わない 時鵬合による

　 　 X〜test
計 　　 P 値

鮮

人数 （％）人数 （％）人数 （％）人数 （％）人 数 （％）人数 （％）人数 （％）人数 （％）

身 顔 や身体 を 叩か れ る

体 首 を しめ られ る
的

暴　た ば こ の 火を 押 し付 けられ る

力 　物 をな げ っ け られ る

179　（7了．5）
229　（98．了）
233（10O．O）
210 （go．5）

1   ．4）　 51（22．1） 231 （100）　 41（B2．O）
D　（0．O）　　　3　（1．3）　232　（IUO）　　50　（100）

D　（0．0）　　　｛〕　（0．0）　233　（100）　　50　（100）

D　　（0．0）　　　22　（9．5）　　232　〔100）　　　49（98．0）
　 殴 る そ ぶ りや 物を投 げるそ ぶ りを され る

心 　何 を 嵩
．って も長期間無視 され る

理

的　の の し られ る

翼大切に して ・ る物を壊 され ・

力　包
．
」
．．・

刃物 で 脅さ れ る

　 病気で 寝 こ ん で い る と き、っ ら くあ た ら れ る

138　（59．了）
154　（66．了）
147　（63．5）
173（75．2）
230 （Y9．6）
177 （77．3）

15 （6．5）
26　（ll．3）
le （4．3｝
S （3．5｝
1 （O．1）
12 （5．2〕

O （O．O）　 9（18．O）　 5D〔100＞　 0．40
0　（0．O）　　　D　（O．O）　　50　〔IOO〕　　0．96
0 （口、m　　G ω．の　 5〔1〔IOO｝　　

−

O （口．0）　 1 （2．O）　 5〔1 〔100＞　 0．14
78（33．8）　　231　〔100）　　　33（66．0）
51（22．1）　231　〔100）　　39（78．0）
74（32．0）　231　〔IOO）　　35（了0．O）
，19（21、3）　230　〔100）　　42（84．U）
0 （0．口） 231 〔100＞　 50 （1｛〕O）

40 （17．5）　　229　（IOO〕　　　38（了7．6）

4　（8．D）　　13（26．O）　　50　〔100〕

2 （4．0）　 9 （18．0）　 ［iO（IOO）

1 〔2．0＞　 14（2呂．0）　 50（IOO〕

O ω、0〕　 8 （16．口）　 5U（1eo〕

O ω．0）　 U ω．［〕）　 ／io（10｛〕）

1 〔2．0）　 10 （20．4）　 ’
［9 （100）

0．140
．140
．140
、140
、830
．83

　 手紙 を無 断で 開封 さ れ る　 　　 　　 　　 　 　　 　112 （48．7）
　 仕事 を始 め た り続 けた りす るこ とを妨害 され る　 113 〔49．3＞

51離 婚す・」「別れ・酬 殺す・・殺す一などと脅される 17・ 卿

的　実家や 友人 との 付 き合い を制限 され る　 　　 　　 　94（41．0）

羇家卿 ・ 閉じ・め られ・朏 ・ き… う・ され… 岫 ．8＞
　 外出や 鼈話を細か くチ ＝．v ク され る　　　 　　 i25 〔54．6）
　 婚 姻 関 係 に お い て 、生 活 費を 渡 さ な い 　 　　 　　 149 （65、D

29　〔12、6＞
22 〔9、6〕
6 （2、6＞
31〔13．5〕
2  ．9〕

23　〔ヱ0．O＞
z5〔lo．9〕

89〔38．了）　　230　（100）　　　31　（62．O）
94（41．口）　　229　（1eo）　　　34（69．4）
44 （19．3）　　228　（100）　　　・13（87．8）
104 （45．4）　　229　（IOO〕　　　2D（40．0）
10　　（4．3）　　232　（IOO〕　　　48〔98．O）
81　〔35．4）　　229　（100〕　　　35（アロ．O）
55（24．口）　　229　（100）　　　37（75．5）

7〔14．O）　　12 （24．0＞　　｛io　（100）

3　（6、1）　　　12　（24、5｝　　　．L9　（100）
1　（2．O）　　5 （1臼．2＞　 @19 （1〔「〔〕

8〔16．Oj　　22（44．  r　　　i⊂1（
0） D　〔o．o）　　　1　（2．o＞　　49　（
o ）4〔8．O）　ll　C22 ．O＞ 　ilO（

0 ） 2〔4 ．1 ）　10（20．4＞ 　．49（

0）
D14
、40
．83
．90
．83
、83

． 83 　 避妊 に

力 し ない 性 気 が 進まな い のに SEX
さ
ら れ る 的

　 不 快 なf一ズ や 方 法で 、X
せられる 暴 力

中 絶を 強 要 され る 　 　 ポル ノ ビデ オや ポ

ノ雑誌を見せられる
59　（69．7＞
35　（58．4＞
75　〔76．4）
75 　（76．4

93（403
＞ 22〔
D6 ＞ 1k6

．5＞
（3、5＞ 了（

A1＞・17（20．3＞ 4T（20．6）　　228　

100＞　　　28（58．3） 81〔35．1）　23
@（100〕　　35（了口．O） 46（20．1）　　22
@（100）　　　39（79．6） 47（20．5）　　2
　（100〕　　 　39 （79．6） 91（39．

j231（100）　21（42．O＞ 5〔10．4〕　　15（31
3 ＞　　．18 　（100 ）　　0． 832 〔4．O） 　13　
6、O＞　f，O（1〔｝O）　0．833　〔6．1）　　　7U
D3）　　49　．〔100）　　O．83D 　（U．O）　　10
20．4）　　．窮　（100）　　O．831D〔20．O）　　19

38 ．0 ） 　　 t ／ O 　 （100 ）　 　0 ． 97 ＊ 　認 識項 目が 婚 姻歴 の有 無 と も0 の 場 合 は 2 × 2 にて 検定 し た。 ま た ， 期

度 数が5 未満 の 場 合 は イ ェ ー ツの 補 正P 値

用 い 表 6 被 害 者の 特 的
行動に関

る 知識 思う 思 わない わか ら ない 十 ．一コ

人 数 　 （％ ） 　 人 数 　（ ％ ） 　　 人 数　 （ ％） 　 人 数 　（
） プライ バシー に関わる ことなの で被害 者自身で 解決す ること が 　　　　
　 　 　　

　　 　 　　　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　　　 ll （ 7 ．0 ）

ま しい 被 害者 は「

力をうけた の で すか 」な ど 尋ね ら れて も 本当 の こ と を 言え

いこ と が 多い 被害 者 は 逃げ た く ても 逃 げ ら れ ない 心 理

態 にあ るこ と が 多 い 被謇 者 は 自分 か ら 暴 力 をう けたこと を

え な いこ と が 多 い 被

者は動 け な いほ ど の怪 我 を 負 っ た と き で

っても 、医 療 機 関に行 かない ことが 多い 被害 者

話をおおげさにするこ

が多い 被害者自身
DVをうける原因や問

があることが多い

23 　（75．
j120 　（7

D1） 103　（

．4 ） 78

（ 48、8）
15 （9．4）

0　（18、5）

26　（79．7）
11（6．8）

i4．3） 16（10．0） 27　（1

D9） 65　（40，9） 46　（28

4） 21　（13．3）　　　　［58　（
00） 28　（17．3）　　　　L62　（

0） 35　（21．6）　　　　L62　（

0） 41　（25．6）　　　　上6〔〕　

100） 55　（34 ．4）　　　　L6

@ （100 ） 79 　 （ 49 ， 7 ）　 　　 　 1

　 （100 ） 86　 （53．1）　 　 　 L62

（100 ） 　 対 象 者 が 臨 床場 面に お い てDV被害

と 邂 逅し た 経 験 のある者は 97名（38 ．5 ％） で

った。 邂 逅した経験 のある診療科は ， 外科 外来が34 ． 0

と最も多 く ，次い で 精 神科 病 棟15 ． 5

，内 科外 来 13 ， 4 ％，整形 外 科外 来12 ．

刀C 救急 外来11 ． 3 ％ で あ り ，精神科 以 外 は

来 で 多く 邂逅し て いた。 　 表 7 は 診 療経 験 の

る対象者 数 をDV被害者に 邂 逅 した人数で割る こ と に よ

算出した ，診 療科に よ る DV 被 害 者 に 邂 逅す る 割

で あ る 。外来では 外科外 来の 31 、4 ％ ， 精神科外来

． 3％，救急 外来 22 ．9 ％と続 き， 耳 鼻 科 や 産

，眼 科などの外来にお い ても 14 ， 6

7 ．1 ％を占めた 。病棟で は 精 神科病棟 が 16

0 ％ と外科，産 科 ， 内 科，整形外 科な ど の 病 棟

2 ， 0 〜4 ．6％ を大きく上回っ た。 　 対象者が ， D

  Q 者で ある と判 断が できたきっ かけは，「 治療 を す

際 ， 本人 がDV で あ る ことを 訴え た 」 が56 名

57 ， 7 ％ ） と 最 も多い が ， 「傷 な ど の 身体

状 を 見 て 判断し た 」 55 名（56 ．7％） で あっ た

判 断し た き っ か け を ， 観察や 情報からと申 告 か らとに

け たところ，観察や 情報のみ で DV 被害 者である と

断し た者 は 93 名（ 97 名 よ り「 その他

の
4
名を 抜 い た 者 ） 中 30 名（ 32 ， 3 ％ ）であり ，
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表 7 診 療科別 DV 被害者 との 邂逅率

診 療科
就 業 DV 被害 者 DV 被 害 者

経験者数 　邂 逅 者 数 　 との 邂逅 （％）

外 科 外 来

精神科外米

救 急外来

精 神科病棟

整形外来

耳鼻科外来

口腔外科外来

内科外来

産 科外来

眼科外来

外科病棟

産科病棟

内 科 病 棟

小児 科病棟

整形病棟

他 外来
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　 　 　　　 （ 表8 臨 床での DV 被 害 者と

明し た きっ かけ 　 　 　　 　 　 　　　　 　　　　　N
97 （ 100 ％ 判明 のき っか

人数 （％）　人数 治療 をす る際、本人がDVで あることを訴

た　56 　（ 57 ． 7 ） 被害 者本 入が、DVにっいて相談して

た　　18 　 （18 ． 6 ） 加害者からの 申告があった　　　

　　 　　 13 　（13 ． 4） 傷などの身 体症状を見て判断し

　　 　　　55 　（ 56 ． 7 ） 家族・親戚等からの情報により

断し た　　 　 23
　（23．

7
） 他の問 題でフォローrl．r、　DV

判断した　　　11 　（11 ．3 ＞ 被害者 と加害者の不自然な
度 か ら判断した　11 　（11 ．3 ） その他　　　　　

　

　

　

@

　

　

　

@

4

　
（

D ユ ） 3 　　 　 06 　 　　 3 ーー 4

表9 臨 床で の DV 被 害者 と判 明 した 時 の看護師 の対応 　

　　 　 　　　　 　　 　　　　 　　   7100
） DV
害者判 明 時 の 看 護 師

対応 人数 （％ ）

f 療の介助

  Q 者 へ の心の ケ ア 被 害者 に 他 機

の情報 提 供 他 機関 へ 連絡 加

者 か ら

れたところで話を聞

た 被害者の依

によ り証拠保全

実施 その他
59 　（60．
j36 （3

D1 ） 8　（

D2 ） 5 　 （5 ． 2 ） 7 　 （ 7 ． 2 ）

@ （ 1 ． O ） 10 （ 10 ． 3 ） 　被害者に 邂

した際の ，看護職 者 の 対 応 は「 診 療 の 補 助」 が最も

く ， 邂 逅 し た 者 の う ち 37 ． 1 ％の 36 人が「

害 者の心のケア 」を行って いた（表 9 ） 。

害 者 に 心 のケ アを実 施 し た 看 護 職者の 所 属 診 療科

ﾍ 精 神科，内 科や外科， 整 形外 科 等で あっ た。

こ れ ら DV 被害 者と 邂 逅 した 経． 験の あ る 看護職

ﾒ の対応 内 容を， 講習 会や 授 業で 情 報 を得 た

と ， マ

コミ で情 報 を得 た者と で 比 較 し

ところ， ど の 対応内容 に も 有意な 差は 認 め ら れな

った。 w ．考 　 察 1 ，DV に対 す る認識 に

いて 　　今 回 の 調 査 では，DV とい う言葉を知っている看

職者 が 8 割 を 超 え てお り ，言 葉 に 対 す
る 知 識が，

蜊緕 s の 同 時期 の調 査 の 84 ． 8 ％（大阪rfi ，

2001 ） と 同 様 の 率 で 高い こ と が 明 らかに な

た。 ま た ，こ の 情 報源 のほとんど が マス コミ で

り， 専 門 的 な講習 会 や基 礎 教 育から の情報 はご

僅 か で あっ た。マ ス 　 コミの情報は DV の啓蒙・

報提 供として重要な 役割 が あ る が， 専 門 家 と し

必 要な 暴力 内 容や暴力 の サ イ ク ル ， 独特 な被 害 者。 加

者 行 動 ， 連 携 機 関 ， DV 防止 法 ， 被 害 者の特 徴

な症 状（ジュデ ィス・ L ・ ハ ー マン ，　 1996

など の網羅 され た 情報を 提 供 す る に は限 界が あ る

DV の 行 為とさ れ
る22 項目 　の 暴力 内 容で は

身 体 的 暴 力は ほ ぼ 全 員 が 暴力であ 　る と認 識 し

いた 。 特 に 「 タバコの 火 を 押し付 け ら れ る 」 は 全

が 「 暴 力だ と思う」と言う 他 の 調査に 例 の な い

果で あ る こ と は ，身体 的 に 火 傷 を 思 い 起 　 こす こと

ら 看 護 職と いう 職業によ る特 徴 で あ る と 思 わ れ

。 社 会 的 暴力，心 理 的 暴力 ， 性 的 暴力 につ 　 い

は そ の暴 力 内 容 に よっ て 認 識 の 差 が認め ら れ た 。

ｻ の 理 由 と し て ，包 丁や 刃 物な ど の危 険な

語がで てい る ことや，事 件などで報道され多く の 人々の 脳

に浮かぶ よ う な内 容にっ い て は 「 暴力に あ た る と

は患わ な い」 率 は低くなる と 考えられる。 　　 2000

の［日総理府（総 理 府 ， 2000 ）の 調査 で は， 身体

暴力 に 対し て 「 暴 力に あ た ると は 思 わない」 　 と

答して
い る 既 婚女性 は 2．0 〜4 ． 8 ％， 何を 言 っ て

　も 長 時 間無 視 続 け るで

19 ．1 ％と報告さ れて いる。 　こ れを今回の 調

結果 と 比 較 す ると ，看護職 者 の 方 　 が 一 般 の既

女 性 よ り暴 力 内 容 の 認 識 率 が 上 回 るこ 　 とが明

かに な った 。 　 　し か し，暴 力 が 「時 と場 合 によ

」と看
護
職者 が 認 識 し てい る場合は ， 援 助 の際には 「 あ なた に
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性 を は ず か し め ，当惑 さ せ ，否認 さ せ，自分 に 対す

る 自信 を 失わ せ る 。 」 と Lenore　E．　 Walker （1979）

は 述 べ て い る。こ の よ う に 暴 力 は 時 と場合に よ り容

認 さ れ る とい う認識 は，被害者 が看護職者 に 自分の

被 害 を 訴 え に く くさ せ ，DV 被 害 者 の 早 期 発 見 ，援

助 に っ な が ら な い。

　DV 被害者 の 特徴的 な 行動 に っ い て 高 い 正 答 が 見

られ た こ と は ，
マ ス コ ミ等 か らの 知 識や看護 職者本

人 の こ れ まで の 知識 や経験 な ど か ら判断 さ れ た もの

と考え られ る 。 しか し，正 答率 の 低い 項目に 「わ か

らな い 」が 多 い の は，看護 職 者 が 被 害 者 理 解 に 努 め

る もの の ，DV 被害者 の 特徴的 な行動 の 知識が 乏 し

い た め に 迷 っ て い る もの と考 え られ る 。 DV 被害者

に 援助す る た め に は，まず DV 被害者 を 早期 に 発

見 す る こ と で あ る。発見す る た め の 看護職者の 意 識

的 な観察 が な けれ ば，DV 被害者 は い く ら身近 に い

て も発見 で きな い もの で あ る。DV 被害者が 受診 の

際 の 身体的 な 疾患 ・怪我や 心理 状況 を看護職者 が把

握で きて い な い と，看護職者の 不 用 意な発言 や行動，

見過 ご し に よ り被害者 は 口 を 閉 ざす こ と に な る 。 ま

た暴力の サ イ クル に 組 み 込 まれ，日 々 心 身 と もに傷

っ きな が らの 生活が 継続す る こ と に な る。

　現在，看護職者 は DV 被害者 へ の 理 解 の 途 上 に

い る と考 え られ，今 後 専 門 家 と して の 正 しい 知識教

育 の 充実 が 望 まれ る 。

2．　 看護職者 の DV 被害者との 邂逅 につ い て

　 DV 被害者 に 邂 逅 した こ と の あ る 看護 職 者が 38．5

％ で あ る こ と は，看護 職者 の 中で 約 3 人に 1人で あ

　る こ と を 示 して い る。こ の 値 は，加納 ら の 調 査 （加

納，2000） の 医師の 診察経験割合 の 36．8％ と ほ ぼ 同

率で あ っ た。 こ の こ と は ，看護職者 が DV 被害者

　と邂逅す る 機会が そ れ ほ ど稀 な こ とで は な い こ とが

わ か る。ま た，邂逅 した診療科 は外来 の ほ うが 多 く，

外来の 中で も外科系 で あ った。病院に 受診 しな け れ

　ば な らな い ほ ど の 怪 我 や病気 で あ っ て も，受診 しな

か っ た 又 は で き な か っ た の は 58．8％ で あ り、受診

　 して い る 又 は で きた 率 は 42．3％ と報 告 さ れ て い る

　（フ ェ ミ ニ ス ト カ ウ ン セ リ ン グ堺，1998）。 し た が っ

て ，受 診 した DV 被害者 は，緊 急 を 要 す る場 合 で

　あ る こ と予想 さ れ る こ と，ま た 加害者 は 外面が い い

　た め に 入 院を 要す る ほ ど の 大 きな 怪 我 を さ せ な い よ

　 うな暴 力 を振 る う こ とが 多 い と い わ れ て い る （沼 崎，

看護職 者の DV に 関す る 認知 とDV 被害者 邂遁の 実態調査　 　29

2002） こ と か ら外科系外来で の 邂逅が 多 く な っ た と

考 え られ，病 院を 対象 と した 織奥 ら （20田 ） の 結 果

と 同様 で あ っ た。

　診療科で は，精神科病棟 で の 邂 逅 が 多 く見 られ た 。

既 存 の 文献 で も精神科領 域 で の 報告 は 多い （後藤，

2001 ；小海，2000）。 こ の こ と は，そ の 人 が お か れ

て い る 環境 と して ，精神科疾 患 を 患 っ て い る こ とで

暴力 を振 る わ れ る状況に な りや す い こ とや，精神科

疾患 と な っ た 原因 と して DV が あ る こ と，さ ら に

援助 に あ た っ て 日常生 活の 状況 を 詳 し く聞 く場合 が

多 い こ と な ど が 考え られ る。後者 の 理 由か ら は，産

科外来や 病棟 で の 邂逅 に お い て も同様に 考え られ る 。

しか し，どの 診療科で 患者 ケ ア に 携 わ る に して も，

割合 の 差 こ そ あ る が DV 被害者 に 邂逅 す る こ と が

明 らか に な っ た 。

　実際 に ，看護職者 が DV 被害者 で あ る こ と を 判

断 した 理 由 に は，直接的 な訴 え と観察 に よ る判断 と

に 分 け られ た 。 今回の 調 査 で は，看 護 職者 が DV

被害者で あ る と判断 した 状況 は，本人等 か ら の 訴 え

や 相 談 に よ る判 断 に 比 べ 観 察 に よ る判 断 が 大 き く下

回 っ て い た。DV 被害者 は，加害者か らの 報復 に 対

す る 恐 怖 や DV を 受 け る こ とが 自分 自身 や 家族 の

恥 に っ な が る な どの 理 由か ら，被害者本人 か ら DV

被害者で あ る こ と を訴 え る こ と は 多 くな い と い わ れ

て い る （日 本 DV 防 止 ・情報 セ ン ター・／1999）。 ま

た，Fischbach（1997） ら に よ れ ば 保 健医 療従事者

の 被害者理 解が 不十分で あ る と，被害者の 発見とサ

ポ ー
トが 困 難 で あ る こ とを述 べ て い る。従 っ て ，看

護職者 に 意識 した 観察力 と観察の 要点の 理解が 必要

で あ る と考 え る 。

　実際 の 対応 に っ い て は，他機 関 の 情報提供 8．2％，

他機関へ の 連絡 5．2％ は 少 な く，こ れ らを高 め る こ

と が DV 防止 法第 6 条の 規定か ら求 め られ る 。 そ

の た め に は，DV 被害者の サ ポ
ー

トの た め の 機関や

そ の 機関の 役割 な どに っ い て ，看護職者が 幅広 い 知

識 を得 る こ とが で き る よ うな 研 修 が 必 妾 で あ る。

　今 回，講習会 や 授業 で DV を 知 っ た 喬護 職者 と

マ ス コ ミ等 か らの 情 報 しか もた な い 看 護 職 者 との 暴

力内容 お よ び DV 被害者 の 特徴的 な 行勤 の 理 解，

さ らに は DV 被 害者 へ の 対応 に 違 い が な か っ た こ

と は，講習会 や 授業 で DV を 理 解 す る た め の 十分

な 時 間 や 内容 が 不 十 分 で あ る こ と や 効 果 的 な 教 育方

法 が な され て い な こ とが 考 え られ，そ の 見直 しが課

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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題 とい え る。具体的に は，就職時の オ リエ ン テ
ー

シ ョ

ン 時や 卒後教育 と して 組 み込 み，学習 を継続 して い

くよ う に プ ロ グ ラ ム す る こ と，教育方法 と して こ れ

まで 多 くさ れ て い る 講義形式 だ け で な く，実際の 援

助 場面 を 想 定 した ワ
ーク シ ョ ッ プ や ロ

ール プ レ イな

ど を 取 り入れ た 参加型研修 の 実施，看護職者 に 対す

る DV 被害者 の 観察 の 要点 や 援助方法 な ど を ま と

め た ガ イ ドラ イ ン な ど の 作成 の 必 要性が 示 唆 され た。

V ．こ の 研究 の 限界と課題

　今回の 実 態 調 査 の 限界 と して は、地 域 が限定 さ れ る

こ と、対象の 看護職者 の 経験診療科 の 経 験 年数 に ば ら

っ きが あ る こ と に よ り、デ
ー

タ の 偏 りが あ る こ と は 否

め な い
。 今後 は 、 地 域 を拡大 し、 デ

ー
タ数 を増 や す こ

と、さ らに は 1司時 に 他の 就業形態 の 看護職 を も対象に

し、 比 較検討す る こ とで 特徴的 なか か わ りを 見い 出 し

て い きた い 。

まとめ

　単科病院 ・診療所 に 就業す る 看護職者 291 名 を対象

と した，DV に 関 す る認 知 と DV 被 害 者 との 邂 逅 の 実

態 に 関 す る 質問紙調査に お い て 以 下の こ と が 明 らか に

な っ た 。

1，「ド メ ス テ ィ ッ ク ・バ イ オ レ ン ス 」 の 言葉 を 知 っ

　 て い る 者 は 87．0％ で あ り，そ の 情報源 は マ ス コ ミ

　か らが ほ とん どで あ っ た 。

2 ．暴 力内容 の 認 知率 は ，一
般女性よ り看護 職者の 方

　が 高 い 傾向に あ った 。 心 理 的暴力，社会的暴力，性

　的暴 力 で は，暴 力内容 に よ り認 知に 差が 見 られ た。

　 ま た，誤 っ て 認知 して い る率 が 高 い 項目は，「時 と

　場合 に よ る 」 と回答 して い る 率 も同様 に 高い 傾向 に

　 あ っ た c

3 ，DV 被害者 の 特徴的な 行動 に 関 して 正 解率 が 6 割

　を 超 え た の は 7項 目 中 4 項 目 で あ っ た。正 解 率の 低

　 い理 由は，知識が ない ため に 判断で き ない か らで あ っ

　 た。

4 ．講習会 や看護基礎教育 に お ける DV の 学習 と DV

　 に 関 す る 認 知 度 や被 害 者 へ の 対 応 に は 関連 が な か っ

　た 。

5 ．臨床場面 で DV 被害者 と邂 逅 した こ と の あ る 看

　護 職者 は 38．5％ で あ り，外科系外来や 精神科 で の

邂逅率が 高か っ た。

6．DV 被害者で あ る と判断 した きっか け は，看護職

者の 観察 に よ る もの よ り，被害者等 か らの 訴 え に よ

　る も の の ほ う が 多 か っ た。

7．被害者 に 邂 逅 した看護 職 の う ち，37、1％ は心 の ケ

ア を 行 っ て い た が ，情報 の 提供 や他機 関 と の 連絡 を

行 っ て い た者 は 僅か で あ っ た 。

8．単 科 病 院 ・診 療 所 に 就 業 す る 看 護 職 者 が DV 被

害者 に 邂逅 し，対応す る場面 は今後 も避 け て通 れ な

い
。 しか し，看護職者 の DV に 対す る 認知度 な ら

　び に被害者 へ の 対応 は十 分で は な い
。 今後，看護 職

者が DV 被害者 へ 適切 な 援助 を 行 っ て い くた め に

　は，DV を 理 解す る た め の ト分 な 教育時間や そ の 内

容の 充実，効 果 的 な教 育 方 法 の 見 直 し，ガ イ ド ラ イ

　ン の 作成が 課題 と い え る 。
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A  Study  of  Nurses' Awareness  of  DV  and  Actual Conditions of  Their Encounters

              with  DV  Vietims at  Single Department  Hospitals or  Clinies

     Masayo  TAKADA,  Mayumi  OKANAGA,  Kumiko  ADACHI,  Yoko  ASAKA,

                   Masaharu  UEMOTO,  Reiko SHIRAISHI,  Yoko  Usami'

                    Kobe  City College of  Nursing, 'Kobe
 University Graduate School

                                                 Abstraet

Purposes: To  make  it clear  how  rnuch  the nurses  who  work  at  single  department hospitals or  clinics  awarc  of domes-

tic violence  (DV) and  the  actual  conditions  of  their encounters  with  DV  victirns.

Methodology:  Investigation was  implemented  by sending  the  original  questionnaires by mail  to 446 nurses  who  work

at  the clinics  or  sTngle  department hospitals located in the three distriets of  the city  K, The main  contents  of  the

questionnaires  were  regarding  the  details of  vioience,  DV  terminologies, and  information  source  for the termTnologies,

knowledge of  vietims'  behaviors, experience  to encounter  with  the DV  victims  and  how  they  deal with  the situation.

Examinations xi  and  L were  adopted  for data analysis.

Result: 1. 291 valid  answers  werc  collccted  t'rom nurses,  whose  average  age  was  44.2. 87% of  respondents  were  aware

of  the term, 
"Domestic

 Violence", by obtaining  information from mass  media.

2. Many  respondents  incorrectly regarded  those activities  such  as  
"being

 showed  pornographic  magazines",  
"being

 re-

stricted  to associate  with  their parents' home  or  friends", 
"having

 their letters opened  without  perrnission", or  
"be-

ing ignored for a  long period of  time"as  non-violence,  Neither marriage  staLus  nor  experience  seemed  to affect  the  an-

swer.  Nurses  tended  to recognize  violent  behaviors more  correctly  than  ordinary  women.

3. Ratios of  eorreet  answers  were  relatively  low in several  questions regarding  charaeLeristie  behaviors of DV  victims,

such  as  whether  victirns  themselves  were  partially responsible  for DV. It was  clear  that lower percentage of  correct

answers  attributed  to nurses'  lack ef  knowledge  for right  judgments,
4. Lecture classes  or  fundarnental education  regarding  DV  seemed  not  to reflect  the  recognition  level or  quality of

cares  for DV  victims.

5. 38.5% of  nurses  havc cncountered  with  DV  vietims  at  the clinical  scenes,  and  the  percentage  was  especially  high in

the surgical  deparLment for outpatients  or  psyehological  department.

6. Nurses were  more  likely to judge patients as  DV  vietims  through  eomplaints  made  by  victims  raLher  than  through

elinical  observaLion.

7. Although 37.1 % of  nurses  who  encountered  with  victims  have provided  mental  care,  very  few have offered  useful

information or  contacted  with  other  organizations.

Conclusion:  lt is inevitable for nurses  who  work  at  single  department hospitals or  clinics  to encounter  DV  victims

frem  now  on.  However  awareness  of  DV  and  quality of  cares  t'or victims  are  not  sufficient  enough.  Nurturing nurses

to provide  appropriate  support  for the DV  victims  are  the future challenges,  for which  sufficient  time, reviewing  edu-

cation  program  and  ereating  guidelines are  urgently.

Key  words:  Domestic Violence, Victim, Nurse, Awareness, Encounter


